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1 目的 
 個別面接法調査においては，調査員の「目に見える調査員の特徴」が，回答内容に系統的な偏りを生じさせ

る可能性が様々に指摘されている．海外の研究において調査員の人種（Schuman and Converse 1971）や年齢

（Ehrlich and Riesman 1961），そして性別(Kane and Macaulay 1993; Huddy et al. 1997)が，そのような特徴に関わ

る意識や態度についての質問の回答に影響するという研究の蓄積は進んでいるが，日本においては回答内容へ

の影響を検討した研究はまだ少ない．調査員の年齢や性別の影響は，その社会における文化的な文脈に左右さ

れると考えられることからは，日本において海外の研究と同様の傾向が見られるか確認することには大きな意

義があるであろう．本報告では，全国規模の無作為抽出調査データと調査員の基本属性を組み合わせたデータ

セットを用いて，調査員の年齢や性別，およびそれらと回答者属性の組み合わせが回答に与える影響について，

特に性別役割分業意識に焦点を当てて検証する． 
 
2 方法 
 本報告で使用するデータは，階層意識研究会が 2015 年に全国の 20 歳から 64 歳までの男女を対象に実施し

た，「第1回SSP 調査（階層と社会意識全国調査）」（有効回収数（率）3,575（43.0％））の個票データ，お

よび当該調査に従事した調査員 226 名の基本属性データを，回答者 ID でマッチングしたものである．調査対

象者が，担当調査員にネストするデータであるため，調査員間の変動を考慮することができるマルチレベル分

析を用いて，性別役割分業意識に対する調査員の基本属性，特に性別と年齢の影響について検証を行った．  
 
3 結果 
 「男性は外で働き、女性は家庭を守るべきである」「夫が家事や育児をするのはあたりまえのことだ」のい

ずれを従属変数とした分析においても，回答者の「年齢」と「調査員男性ダミー」のクロスレベル交互作用効

果が有意な効果を示した．これは高齢になるほど性別役割を肯定しやすいという傾向が，調査員が男性の場合

に強まることを意味する． 
 
4 結論 
 分析結果からは，高年齢者ほど性別役割分業に対して肯定的な態度を持っているにもかかわらず，女性調査

員を前にした場合には，そのような意見表明は避けられやすいという可能性が示唆される．ただし，今回のデ

ータセットにおいては，調査地域と担当調査員が交絡しているため，調査員の効果に地域の影響が含まれてい

る可能性は排除できない． 
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